
事前評価集計表

その他、質問・提言等　（活動指標、成果指標の設定の仕方について等）

●これまでの活動内容や、地域ごとに訓練がされているのか知りたいと思う。
●市民への周知も必要と思う。

効率性

●組織化がどんどん進むようであればいいが、まだ少し危機感が足りないような気がするので、何らかの工夫が必要なの
ではないか。
●町内会を前提とした組織化は、想定内であるが、高齢化・疎遠化などの阻害要因もあり、事業の効率性は芳しくない。
●災害が発生した場合、自主防災組織が率先して活動することにより、地域の被害を最小限に抑えることができ、効率性
は高い。
●町内会との連携のあり方を探る必要があるのではないか。
●事業費や他の事務事業との統合・連携について検討する余地があるのではないか。

公平性

●市民全体に十和田市が行っている事業が知ってもらえていないのではないか。各町内会へのチラシ等を作成し配布して
はどうか。
●事業の公平性は問題無い。
●町内会連合会等に広く呼び掛け周知しており、公平性においては問題はない。
●町内会によって温度差があること、あるいは町内会組織がない地域があることは公平とはいえないのではないか。

事業の方向性

☑さらに重点化を図る（２名）
●事業評価シートでも良い評価を得ているので、推進していただきたい。
●地域の防火・防災意識の高揚と災害発生時の自主的な活動は、今後、安全・安心な街づくりを進める上で大変重要なこ
とである。更に組織の拡大と自主防災組織の活動に期待したい。

☑現状のまま継続（１名）

☑有効性を改善して継続（３名）
●自然災害などのリスクの高い地域については、市役所担当課が積極的に市民に働きかけ、事業展開すべきである。事
業としては、自主防災組織であるが、リスクの状況を情報として管理すべきは自治体であり、その点は難しいが、住民との
リスクコミュニケーションを図るべきである。
●大切な事業であると思うので、地域内の防災体制の周知を図ってもらいたい。町内会組織が弱体化している所は、防災
士の活躍が期待されるので、防災士の育成にも力を入れて欲しい。
●高齢化が進んでいるので訓練が必要だと思う。また、専門知識も必要だと思う。

□効率性を改善して継続

□公平性を改善して継続

□事務事業の統廃合を図る

□休止

□廃止

事務事業名称 自主防災組織育成助成事業

評価項目 指摘事項

妥当性

●安全・安心な街作りのためにも是非必要な事業だと思う。また、十和田市の安全・安心を市外各方面にＰＲ出来れば定
住人口増加にも繋げることが出来るのではないか。
●本事業は、十勝沖地震、東日本大震災などの自然災害を想定した場合、極めて重要で、妥当である。
●自主防災組織の育成は、各自治体により充実を図ることが法律で定められており妥当である。

有効性

●行政だけでは、市民の安全・安心は出来ないので、是非この事業を多くの人に知っていただきながら進めて行くべきだと
思う。ただ、今は町内会をターゲットにしているようだが、もう少し市民も関心を持つようなＰＲ方法が必要ではないか。町内
会以外からの盛り上がりも必要と思う。
●上手く、組織化されると、その有効性は高い。
●災害等が発生した場合、いち早く出火防止、初期消火、被災者の救出、避難誘導等、地区の自主防災組織が活動する
ことは極めて有効性は高い。
●組織率あるいは組織後の備品点検や訓練等がどのように行われているか、地域への周知の仕方、という点において、
改善の余地はあると思う。
●組織化後の防災力向上への点検方法を考えるべきではないか。（活動記録等）


